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ニュース

道
徳
科
学
研
究
所
は
二
月
二
十
六
日
と
二
十
七
日
、
廣
池
千
九
郎
記
念
講
堂（
千
葉
県
柏
市
）に
お
い
て
第
七
回
道
徳
科
学
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し

ま
し
た
。
テ
ー
マ
は「
道
徳
と
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
新
時
代
〜
善
く
生
き
る
た
め
の
英
知
を
求
め
て
」。
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
、
道
経
一
体
、
学
問
と

信
仰
と
い
う
三
つ
の
領
域
か
ら
、
精
神
的
な
充
足
や
生
き
る
意
味
を
見
失
い
が
ち
な
現
代
社
会
に
お
い
て「
善
く
生
き
る
」と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
に
迫

り
ま
し
た
。

善
く
生
き
る
た
め
の
英
知
を
求
め
て

道
徳
科
学
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

道
徳
と
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
新
時
代

基
調
講
演

日
本
社
会
に
根
差
し
た

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と

感
知
融
合
の
道
徳
教
育

髙
橋
史
朗
教
授
の
基
調
講
演
で
は
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ（
経
済
協
力
開
発
機
構
）に
よ
る

Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ（
生
徒
の
学
習
到
達
度
調
査
）二

〇
二
二
調
査
結
果
や「
子
供
の
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
」指
標
に
お
け
る
日
本
の

子
供
の
問
題
点
と
し
て
、「
困
難
に
直

面
し
た
と
き
に
解
決
策
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
」「
人
生
に
意
義
や
目
的
を

感
じ
て
い
る
」「
人
生
に
満
足
し
て
い

る
」が
い
ず
れ
も
世
界
最
低
水
準
で
あ

研
究
な
ど
を
踏
ま
え
、「
情
動
的
共
感
」

と「
認
知
的
共
感
」を
つ
な
ぐ「
対
話
」

の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

個
人
発
表
①

獲
得
形
質
の
遺
伝
を
包
摂
し
た

現
代
生
物
学
の
知
見

―
廣
池
千
九
郎
の

遺
伝
学
研
究
と
の
関
わ
り
か
ら

立
木
教
夫
客
員
教
授
は
、
廣
池
千
九

郎
の
遺
伝
学
研
究
と
の
関
わ
り
か
ら
、

現
代
生
物
学
の
視
点
に
基
づ
く
獲
得
形

質
の
遺
伝
可
能
性
に
つ
い
て
報
告
。
廣

池
が『
道
徳
科
学
の
論
文
』で
提
示
し

る
こ
と
を
指
摘
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
日
本
の

「
常
若
」の
伝
統
文
化
に
よ
っ
て
創
造

的
に
継
承
・
再
発
見
し
、
西
洋
由
来
の

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を「
日
本
的
幸

福
」「
協
調
的
幸
福
」で
捉
え
直
す
国
際

発
信
の
重
要
性
が
論
じ
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に「
日
本
型
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
」の
構
想
と
し
て
、「
進
歩
か
ら
進

化
へ
、
対
立
か
ら
場
へ
、
普
遍
か
ら
通

底
へ
」と
い
う
方
向
性
が
提
示
さ
れ
ま

し
た
。
感
性
と
知
性
の
融
合
に
よ
る
道

徳
教
育
の
再
構
築
に
つ
い
て
は
、
遠
藤

利
彦
の『「
情
の
理
」論
』や
、
芳
村
思

風
の
感
性
論
、
脳
神
経
倫
理
学
の
最
新

テ
ー
マ
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た
一
代
獲
得
形
質
の
遺
伝
可
能
性
と
い

う
仮
説
に
つ
い
て
、
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ

ク
ス
や
遺
伝
子
―
文
化
共
進
化
の
議
論

の
展
開
に
よ
り
、
遺
伝
子
遺
伝
を
超
え

る
よ
り
広
い
遺
伝
可
能
性
が
認
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
説
明
し

ま
し
た
。
遺
伝
子
外
遺
伝
と
し
て「
親

の
影
響
」「
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
な
遺

伝
」「
遺
伝
さ
れ
た
微
生
物
叢
」「
動
物
文

化
」の
四
つ
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

個
人
発
表
②

廣
池
千
九
郎
の
思
想
を
伝
え
る

谷
川
・
大
穴
記
念
館
の

保
存
と
改
修

矢
野
篤
主
任
研
究
員
は
、
財
団
創
立

百
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
た
廣
池
千
九
郎
谷
川
・
大
穴
記
念
館

の
保
存
と
改
修
工
事
に
つ
い
て
報
告
。

谷
川
・
大
穴
記
念
館
は
、
令
和
四
年
十

二
月
に
設
置
さ
れ
た
保
存
委
員
会
に
よ

る
調
査
の
結
果
、
外
部
専
門
家
か
ら

「
廣
池
の
自
然
や
人
に
対
す
る
慈
愛
や

合
理
的
な
考
え
方
を
具
体
的
に
目
の
当

た
り
に
で
き
る
希
少
な
建
築
」と
の
評

価
を
得
ま
し
た
。
令
和
七
年
三
月
十
三

日
に
は
、
谷
川
の
麗
澤
館
・
神
壇
、
大

穴
の
偲し

の

ぶ
の
湯
・
脱
衣
場
が
国
の
登
録

有
形
文
化
財
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
特
徴
と
し
て
、
杉
皮
葺
き
の
屋
根

の
上
に
杉
皮
葺
き
の
屋
根
を
重
ね
る
な

ど
、
地
元
の
杉
材
を
多
用
し
た
独
特
な

外
観
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
①

廣
池
千
九
郎
が
提
唱
し
た

「
道
経
一
体
論
」と
経
営
理
念

大
野
正
英
教
授
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

の
も
と
、
経
営
現
場
に
お
け
る
道
徳
実

践
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
塚
祐
一
客
員
研
究
員
は
徳
倫
理
の
視

点
か
ら
、
企
業
を
従
業
員
の
徳
を
育
む

「
実
践
の
場
」と
し
て
捉
え
る
ア
プ

ロ
ー
チ
を
提
示
。
寺
本
佳
苗
客
員
研
究

員
は
、
道
経
一
体
経
営
は
日
々
の
意
思

決
定
と
行
動
を
方
向
づ
け
る
経
営
理
念

の
実
践
で
あ
る
こ
と
を
提
起
し
、
経
営

理
念
が「
経
営
者
の
精
神
の
表
れ
」で
あ

る
と
同
時
に「
企
業
の
目
的
や
目
標
を

示
す
も
の
」と
し
て
、
精
神
と
形
式
を

つ
な
ぐ
中
核
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
ま
し

た
。藤
井
大
拙
企
業
セ
ン
タ
ー
長
は
、道

経
一
体
論
が
永
続
を
期
す
る
経
営
の
た

め
の「
動
機
・
目
的
論
」お
よ
び「
原
理
・

原
則
論
」で
あ
る
こ
と
を
論
じ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
②

イ
エ
ス
は
神
か
、
救
世
主
か
、

そ
れ
と
も
聖
人
か
？

―
廣
池
千
九
郎
の

聖
人
研
究
と
の
関
わ
り
か
ら

冬
月
律
主
任
研
究
員
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
の
も
と
、
廣
池
千
九
郎
の
ユ
ダ

ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に

つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ピ
ー

タ
ー
・
ラ
フ
客
員
教
授
は
、
廣
池
が
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を「
神
」や「
救
世
主
」

と
し
て
で
は
な
く「
聖
人
」と
し
て
位

置
づ
け
た
点
に
着
目
し
、
そ
の
背
景
と

意
義
に
つ
い
て
考
察
し
ま
し
た
。
廣
池

が「
聖
人
」と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
用

い
る
こ
と
で
、
イ
エ
ス
を
他
の
聖
人
と

対
等
に
位
置
づ
け
、
最
高
道
徳
の
普
遍

性
を
保
持
し
よ
う
と
し
た
と
指
摘
し
ま

し
た
。
指
定
討
論
者
と
し
て
中
山
理お

さ
む

客

員
教
授
と
田
島
忠
篤
客
員
教
授
が
参
加

し
、
議
論
が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。


